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（出所）ベネズエラ工業連合会（Conindustria） “２０２６年 Q１の製造業アンケート調査の結果を紹介” 

ロ 

 

 

 ２６年 Q１製造業アンケート    

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

ドリゲス暫定政権が発足して以降、米国によ

る経済制裁緩和を受けて、ベネズエラ経済に 

明るい兆しが見え始めている。 

 

製造業団体「ベネズエラ工業連合会（Conindustria）」

が加盟企業を対象に実施したアンケート調査では、

現在について多くの問題を抱えつつも、将来に期待

を持てるような結果が出ている。 

 

本稿では、２０２６年第１四半期の製造業アンケー

ト調査の内容について紹介したい。 

 

 

２０２６年第１四半期（以下、Q１）の製造業アン

ケート結果を基に分かる現在の企業の状況を端的に

まとめると、 

 

・ 過去数年内で最も強い製造業回復 

・ とは言え、現状はまだ厳しい 

・ しかし、将来への期待感は高い 

 

また、現在の経済回復の特徴について 

・ 業種により回復にムラがある 

・ 大企業中心の経済回復 

・ 小規模企業の景況感は依然厳しい 

といった結果になるだろう。 

 

回復期待広がるも課題多い 
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最初にベネズエラ製造業全体のアンケート結果を紹

介したい。 

 

最初は「１２カ月前（２５年 Q１）と比較して現在

の経済状況をどのように感じていますか？」の質問

に対する回答（次ページのスライド１）。 

 

「全体（Pais）」では、 

・良くなった：   ３０% 

・とても良くなった：１%  

・変わらない：   ６０% 

・悪くなった：   ９％ 

 

「自身の業種（Sector Industrial）」、「自分の会社

（Empresa）」も、それと近い結果になっている。 

 

つまり、２６年 Q１時点で言えば「１２カ月前と現

在は変わっていない」と感じている企業が約６割で

最も多いとの結果が出ている。 

 

他方、「良くなった」という回答も３０％あり、改

善に手ごたえを感じている企業も一定数存在してい

ると言える。 

 

逆に「悪くなった」との回答は９％。１割弱と無視

できない数字ではあるが、状況悪化を感じている企

業は全体としては少数派ということになる。 

 

なお、「とても悪くなった」という回答はなかっ

た。 

 

 

 

スライド２は「生産量指数」の推移。 

 

２６年 Q１の生産量指数は１２８．１。 

これは２５年 Q４の１４９．８と比べると２０ポイ

ント超低いことになるが、これは季節的な要因が大

きい。 

 

通常、第 1 四半期は、年始停止、集団休暇、稼働再

開遅れなどの要因で生産指数は低くなる。実際に２

３年 Q１、２４年 Q１、２５年 Q１の生産量指数と

確認すると分かるが、どの年も Q１の指数が最も低

くなっている。 

 

その意味で、Conindustria の Tito López 代表は、 

２６年 Q１について、「過去 6 年間で最も強い第 1

四半期」と評価している。 

 

 

次に「スライド３：現状と比べて、今後１２カ月の

うちに経済状況はどうなると思いますか？（４ペー

ジ目）」という質問に対する回答を確認したい。 

 

結果は、 

「全体（Pais）」では、 

・良くなる：   ５４% 

・とても良くなる：１２％ 

・変わらない：  ３０% 

・悪くなる：   ４％ 

 

回答企業の６６％は今後１２カ月でのベネズエラ経

済の好転を期待しており、将来に対する期待感が高

いことが分かる。 

過去６年で最も強い第１四半期 

６６％の企業は今後経済が好転すると認識 
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スライド１：１２カ月前（２５年 Q１）と比較して現在の経済状況をどのように感じていますか？ 

 

スライド２：生産量指数の推移 
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スライド３：現状と比べて、今後１２カ月のうちに経済状況はどうなると思いますか？ 

 

 

実際に「今後の投資に関するアンケート」では、多

くの企業が２０２６年の経済見通しに期待感を持っ

ていることが確認できる。 

 

スライド４は、「２０２６年中に投資をする予定は

ありますか？」との質問の回答結果。 

 

６８%の企業が２０２６年に投資予定と回答。 

 

しかも主な投資用途は、 

・ 生産能力増強  

・ 設備更新 

・ 技術導入 

だった。 

 

この種の投資は、単なる在庫補充など日常の運営に

必要な投資ではなく、将来の生産能力向上のために

行う長期的な視点に立った投資であり、製造業が生

産能力拡大を志向していることを示唆している。 

 

スライド４：２０２６年中に投資をする予定はあり

ますか？ 

 

現状維持ではなく生産増強目的の投資増加 
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前述のアンケート結果から、２６年 Q１の時点で経

済回復の兆しが見え始めており、今後に期待感をも

つ雰囲気が強いことが確認できただろう。 

 

しかし、現時点で見ると、経済の好不調は業種によ

り大きなムラがあることがアンケートから確認でき

る。 

 

スライド５は「製造業の工場稼働率推移（２０２０

～２６年）」。 

 

２０２６年 Q１の工場稼働率は４８．４％。 

前四半期（２５年 Q４）の５２．７％と比べて稼働

率は下がっているが、これは前述の通り季節的な要

因が理由。 

 

第１四半期としては、２０２０年以降最も高い稼働

率になっている。 

 

ただし、この稼働率を業種別にみると状況は大きく

異なっている（スライド６：今四半期のあなたの会

社の生産稼働率はどうでしたか？）。 

 

比較的堅調と言えるのは、 

「医薬品（６７％）」「機械・設備（６１％）」 

「食品（５３％）」「飲料（５０％）」 

 

平均に近い稼働率は、 

「自動車部品（４７％）」「木材・紙（４６％）」 

「非金属・同製品（４５％）」 

 

 

 

稼働率が低いのは 

「ゴム・プラスチック（３４％）」「化学品（３

３％）」「繊維・皮革製品（２８％）」「金属・同製品

（２７％）」「家具・その他（２７％）」 

となっており、業種により明暗が分かれる。 

 

また、「スライド７：業種別の生産量指数の変化率

（２６年 Q１／２５年 Q１）」の結果を見ると、全

体の平均稼働率は９．９％増。 

 

業種別では、 

「金属・同製品」は、前年同期比５３．２％増、 

「自動車部品」は、同４６．１％増、 

と大きく増加した。 

 

なお、金属・同製品の稼働率は２７％であり、それ

だけ「これまでの稼働率が低かった」ということだ

ろう。 

 

逆に生産量が減少した業種は、 

「機械・設備（△２０．５％）」 

「その他産業（△１８．２％）」 

「繊維・皮革製品（△１１．４％）」 

「化学品（△８．３％）」 

「ゴム・プラスチック（△３．６％）」 

 

ただし「スライド８：２０２６年の生産量はどうな

ると思うか？（業種別回答）」の結果を見ると、程

度の差はあるが、どの業種もプラスとなっており、

将来の生産量増加を予見していることが分かる。 

 

 

 

好不調は業種によりムラあり 
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スライド５：製造業の工場稼働率（２０２０～２６年） 

 

スライド６：今四半期（２６年 Q１）のあなたの会社の生産稼働率はどうでしたか？ 
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スライド７：業種別の生産量指数の変化率（２６年 Q１／２５年 Q１） 

 

スライド８：２０２６年の生産量はどうなると思うか？（業種別回答） 
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アンケートの結果から、現在の経済状況の好不調は

企業規模によってもムラがあることが確認できる。 

 

下のスライドは「企業規模別の生産量指数の変化率

（２６年 Q１／２５年 Q１）」。 

 

生産量指数の平均変化率は９．９％増。 

企業規模別では、 

・大企業：１３．５％増 

・中堅企業：４．５％増 

・小規模企業：６．２％減 

 

生産量増をけん引している大部分は「大企業」であ

り、「小規模企業」はむしろ生産量が減少している

ことが確認できる。 

 

次ページのスライド１０は、「企業規模別の工場稼

働率」。 

 

工場稼働率の平均は４８．４％。 

企業規模別では、 

・大企業：５６．６％ 

・中堅企業：３８．３％ 

・小規模企業：３５．６％ 

 

「スライド１１：２５年の企業規模別の融資配分」

では、 

・大企業：９４．１％ 

・中堅企業：５．７％ 

・小規模企業：０．３％ 

 

どの結果を見ても大企業が最も良い結果となってお

り、逆に小規模企業の結果が最も悪い。企業規模で

大きく明暗が分かれている。 

 

スライド９：企業規模別の生産量指数の変化率（２６年 Q１／２５年 Q１） 

企業規模によりムラあり 
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スライド１０：企業規模別の工場稼働率 

 

スライド１１：２０２５年の企業規模別の融資配分 
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最後に２６年 Q１の給料アンケートの結果について

確認したい。 

 

同アンケートは、 

「作業員・従業員（作業員）」 

「専門職・技術職（専門職）」 

「管理職・役員（管理職）」 

の３つの職責で分けて給料を確認している。 

 

次ページの「スライド１２：作業員への平均報酬と

平均工場稼働率の推移」の通り、２０２６年 Q１の

平均報酬は月額２９１ドル。 

 

２１年 Q１以降、報酬額は着実に増加しており、２

６年 Q１はこれまでで最も報酬が多いとの結果にな

った。 

 

作業員・専門職・管理職の全ての職責を含めた２０

２６年 Q１の平均報酬額は月額５３３ドル（「スラ

イド１３：製造業全体の平均報酬の推移」）。製造業

全体の平均報酬も基本的には増加傾向が続いてい

る。 

 

 

企業規模別の作業員への報酬額は、 

大企業：４３４ドル 

中堅企業：２６４ドル 

小規模企業：２５４ドル 

（「スライド１４：２６年 Q１の作業員への企業規

模別報酬額」参照） 

 

２０２６年５月に暫定政権は、包括最低収入を月額

２４０ドルへ引き上げると発表した（「ベネズエ

ラ・トゥデイ No.1364」）。 

 

しかし、民間セクターでは小規模企業を含めて、２

６年 Q１の時点で既に作業員の平均報酬が２４０ド

ルを超えていることが分かった。 

 

また、職責別の平均報酬は、 

・作業員：２９１ドル  

・専門職：５８０ドル  

・管理職：１１８３ドル 

（「スライド１５：２６年 Q１の職責別・企業規模

別の報酬額」参照）。 

 

企業規模別でみると、以下の通りとなっている。 

 

＜小規模企業＞ 

・作業員：２５４ドル  

・専門職：４８７ドル  

・管理職：９６３ドル 

 

＜中堅企業＞ 

・作業員：２６４ドル  

・専門職：５８８ドル  

・管理職：１３２９ドル 

 

＜大企業＞ 

・作業員：４３４ドル  

・専門職：８６７ドル  

・管理職：１７４４ドル 

 

 

 

社員への報酬は増加を維持 

報酬：２６Q１時点で包括最低収入超える 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/cdad28540e7824a6dceede36160cf71e.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/cdad28540e7824a6dceede36160cf71e.pdf
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スライド１２：作業員への平均報酬と平均工場稼働率の推移 

 

スライド１３：製造業全体の平均報酬の推移 

 



 
Venezuela Weekly Report 

No.４５９   ２０２６年５月２０日（水曜） 

12 

 

スライド１４：２６年 Q１の作業員への企業規模別報酬額 

 

スライド１５：２６年 Q１の職責別・企業規模別の報酬額 

以上 


